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【パリ報告要旨】
[bookmark: _GoBack]　「日本・中国大使館・傀儡政権と日本華僑―抗日と「親日」―」要旨
Summary: Japan・the Chinese Embassy・Puppet Government and Overseas Chinese in Japan : Anti-Japanese and 'Pro‐Japanese'
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菊池一隆 KIKUCHI Kazutaka

　1937年七・七事変の勃発により日中全面戦争に突入したことから、いわばいわばアメリカや日本軍占領以前の東南アジア等に在住する華僑と異なり、「敵国」日本に在住する華僑は極めて不安定な状況に投げ込まれた。華僑は帰国するのか否かの選択に迫られた。この対応に迫られたのが中国大使館で、その内部も抗日と「親日」で対立した。日本政府は「飴と鞭」の政策をとり、「国民党事件」により「抗日」国民党員・華僑を逮捕・弾圧し、華僑の再編を強行した。この結果、日本華僑の多くが生活のためもあり、蒋介石・国民政府を切り捨て、傀儡「臨時政府」、「維新政府」、そして汪精衛首班の傀儡「中華民国政府」の支持に大転換し、抗日献金ではなく、対日献金等をおこなった。また、日本政府に請願や陳情をおこない、組合結成・参加や華僑の公司の存続を目指した。このように、日本、植民地の台湾、朝鮮、及び日本軍政下の華僑が弾圧されたこともあり、生き延びるために一定の「親日」、「媚日」的活動をせざるを得なかった。だが、こうした状況下で太平洋戦争勃発前後に至るまで、一部の華僑は不満を述べ、特に幾つかの留学生グループは日本の中国侵略に対して日本国内で抵抗した。日本国内で日本民衆の反戦運動が窒息状態に陥っていたのに対して、留学生による抵抗運動の歴史的意義は大きいと言えよう。なお、史料は、日本外務省の外交文書、外事警察史料、東洋文庫所蔵の『汪政権大使館档案』、及び台湾の国史舘所蔵档案等を使用する。

【キーワード】　日本、日本華僑、中国大使館、「国民党事件」、中国人留学生、「全日本華僑総会」

　【著者紹介】菊池一隆は文学博士、経済学博士、日本愛知学院大学教授。専門は中国近現代政治経済史、特に日中戦争に重点を置き、著書に①『中国工業合作運動史の研究―抗戦社会経済基盤と国際反ファッショ抗日ネットワークの形成―』（汲古書院［東京］、2002年）、②『戦争と華僑』（汲古書院［東京］、2011年）、③『中国抗日軍事史』（社会科学文献出版社［北京］、2011年）、④『日本人反戦士兵与日中戦争』（光大出版社［香港］、2006年）、⑤『東アジア歴史教科書問題の構図―日本・中国・台湾・韓国、および在日朝鮮人学校―』（法律文化社［京都］、2013年）等があり、その他、⑥『抗日戦争時期における重慶国民政府・南京傀儡政権・華僑の3極構造の研究』（1998-2000 JSPS KAKENHI Grant Number 10610353）2001年がある。
